2017年度第二回文化セミナ－のご案内

　　　「フランクフルト史上に果たしたユダヤ人の役割」
2017年の第一回セミナーでは、初夏の緑が美しいフランクフルトの北方タウナス山中にある第二次　　　

大戦中最後の総統大本営跡（ア－ドラ－ホルスト）を訪ねて頂きましたが、今回第二回セミナーでは　

大澤先生によるご講演とそのあとでゲットー跡（ユダヤ人隔離居住区）を徒歩で先生と一緒にご見学
頂くと言う企画を準備させて頂きました。
　フランクフルトは中世以来ユダヤ人の活躍する帝国自由都市として発展して来ており、ユダヤ人は
　中世キリスト教世界における種々の規制の下で、金融業において活路を見出し、金貸し業、質屋業、
　両替商、貴金属加工、骨董品の取引などによりフランクフルト市の発展に多大の貢献をし、市の
　国際金融都市としての成立に決定的な役割を果たしました。
　現在のヨ－ロッパ中央銀行の存在も、過去におけるユダヤ人の金融業を抜きにしては考えられません。　

　その足跡を辿りながら、新たなこの都市への関心を高めて頂きたいと思います。
参加ご希望の方は、下記の申込書に必要事項をご記入の上、日本法人会事務局までファックス

または電子メ－ルにて御申し込みください。

　　日時　　　　　2017年10月8日（日）　14時30分－16時30分

　　集合場所　　　日本文化センター会議室

　 Roßmarkt 13, 60311 Frankfurt am Main
                  （講演後にユダヤ人ゲットー跡を見学）
　　参加費　　　　無料
　　参加定員　　　25名　（運営上の理由で定員数を超えた時点で申込みを打ち切らせて頂きますのでご了承下さい。）
　　講　師　　　　大澤武男（歴史家）

　　　　　　　　　上智大学大学院（西洋史）ドイツ政府留学生。ヴュルツブルク大学より
                  博士号（Dr.Theol.）を授与される。主な著書：「ユダヤ人とドイツ」、「ユダヤ人
                  ゲットー」、「コンスタンティヌス」、「ユダヤ人とロ－マ帝国」いずれも講談社、 

                 「ファウストと嬰児殺し」新潮社選書、「ロ－マ教皇とナチス」文芸春秋新書、
                  共著「都市フラ ンクフルトの歴史」中央公論社、その他多数。
   以　上
　申　込　書
申込先：フランクフルト日本法人会事務局　　　FAX: 069-20627 ／ e-mail: info@hojinkai.de
ご氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　       　　　　  　　　　　　　　　　　　　
貴社名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        　　　 　　　　　　　　　　　
ご連絡先　　　　Tel: 　　　　　　　　　　　　　 　　　　  　         　　　　　　　
　　　　　　　　Mobile:　　　　　　　　　　　 　　　　　           　　　　　　　　
　　　　　　　　E-Mail:　　　　　　　　           　　　　　　　　　　　　　　　　　
